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議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます 表紙写真｜山村留学生の稲刈り

山村留学の皆さんが八坂地区の棚田の稲刈りを
しました。今では貴重な体験ですが、作業を通
じて「人づくり」につながることを期待
するものです。

撮影者：武居今朝夫
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次
ペ
ー
ジ
も
、
特
集

令和元年度決算 　一般会計

•給食費の扱いは評価
•臭気問題は早期対応を指摘

　9月議会は決算議会と言われ、市民のお金がどう使われたか、事業が効果的に実施されたかなどを検
証し、成果や課題を洗い出し、次年度予算の事業へつなげるものです。
　議会では、審査の結果を下記のような意見に集約しましたので、その一部を報告します。今後は議
会の意見が次年度予算編成にどう反映したか、検証していきます。

◦臭気対策として煙突をかさ上げしたところ、臭いを感じる範囲が広がった。
◦かさ上げにより規制基準値が緩和。臭気指数も上昇している。
※基準値は、排出ガス流量などにより、測定時ごと変動する。

ココを改善指摘！

ココを改善指摘！

ココを評価！ ココを評価！

ココを評価！

ココを改善指摘！

ココを改善指摘！

ココを改善指摘！

療育事業、
多様化するニーズに対応を
　児童の療育事業では、必要とされる
支援内容が多様化している。引きこも
りの若者や発達相談など、実施事業所
との更なる連携によりニーズに合致し
た事業展開を。

地産地消の
さらなる推進を
　そばスタンプラリーなど実施
しているが、一過性のイベントに
留まっている。観光事業と連携し、
さらに効果的な展開を！

臭気問題、
早期に対応を
　常盤の複数の臭気問題は未
だ解決に至っていない。泉地
区工場からの臭いは広範囲と
なっており、環境改善と併せ
て扱い量の増加が予定されて
いる。状況を注視するととも
に早期の対応を指摘。

保護者の要望についても
検討を
　児童クラブ運営事業では、開所時間
延長の要望がある。検討を。

地域の意識醸成へ
　コミュニティスクール推進事業につ
いて、地域と学校の関係がどのように
変化しているのか分かり難い。市民参
加のあり方の検証が必要。

芸術文化事業は
目的を明確に
　芸術祭、アーティスト・イン・レジ
デンス事業ともに市民の関心度が低い。
目的を明確にし、市民の関心を高める
必要がある。

市営駐車場、
費用対効果が課題
　駅前駐車場、利用者増に向けた取り
組みが求められる。また、一部無料市
営駐車場において、悪質な私的利用も
見受けられる。運営の改善を。

ケーブルテレビ運営、
有効な加入促進を
　ケーブルテレビ加入促進の有効な取
り組みを。また、運営経費、機器更新
等の経費抑制のため運営形態の見直し
も必要。

労働力不足の解消に努力を
　企業誘致により雇用需要は増加して
おり、労働力不足が心配されるため、定
住促進施策と併せ解消に努められたい。

給
食
費
の
口
座
振
替
で

負
担
減

　
小
中
学
校
の
給
食
費
を
公
会

計
化
し
、
口
座
か
ら
の
引
き
落

と
し
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、

保
護
者
、
教
員
双
方
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
っ
た
。

市
税
は
堅
調
、

収
納
率
は
改
善

　

市
税
全
体
の
収
納
率

が
97
・
３
％
と
な
り
、
改

善
率
は
１・
０
７
ポ
イ
ン

ト
向
上
。
事
務
改
善
の
成

果
が
表
れ
て
い
る
。

鳥
獣
害
対
策
、

効
果
あ
り

　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

は
、
専
任
職
員
の
配
置
、

猟
友
会
と
の
連
携
に
よ

る
個
体
調
整
の
結
果
、
効

果
が
現
れ
て
き
た
。

特集

健康・子育て・環境 暮らし・まちづくり

決算審査
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子ども達にとって大事な居場所、児童クラブ

電柵の設置により棲み分けを

【データ出典：市税収納実績表】

決算の注目点はココ
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

令和元年度決算特集 決算審査

ココを改善指摘！

ココを改善指摘！

ココを評価！

ココを評価！

水道ビジョンにそった運営を
　環境変化により水質悪化が進みつつある。給
水人口、有収水量がともに減少する中、水道ビ
ジョンが策定された。計画実施にあたっては、
費用対効果を十分検証し、老朽菅や施設の更新
や耐震化を図られたい。

簡易水道事業、
安定的な水道水の供給を
　総事業費のおよそ５割が一般会計からの繰入
金。施設等の更新にあたっては、合理的かつ計
画的に行い負担の平準化に努め、安全な水を安
定的に供給できるよう努められたい。

第１分科会審査

美麻地域振興事業
◦起業者育成・支援など

　起業者支援事業は、特に補助金交付後の起業者への指導・
チェック体制の強化を求める。地域づくり事業については、
優良事例を参考に地区の持続可能性を高められたい。

芸術文化振興事業
◦芸術祭の開催や、AIR事業など
　を通じて、市内経済の再生を図る

　国際芸術祭とアーティ
スト・イン・レジデン
ス（AIR）事業との連
携や、事業の必要
性について市民へ
の説明が不十分。
AIR事業については、
委託された文化団体
のみによる活動でなく、
他の団体等の参加との連
携も検討されたい。

農業振興事業
◦新規就農者への支援、
　有機農業の推進支援など

創業支援事業
◦中小企業や、起業者への支援

工場等誘致振興助成事業
◦企業立地による雇用増と
　地域経済の活性化を目指す

第２分科会審査

山村留学支援事業
◦山留生受け入れにより、教育効
　果の向上や地域活性化につなげる

　都会の子ども達が自
然の中で農業・共同活
動を体験できる有意義
な事業。受入れ農家の
減少・高齢化という課
題解消に向け、非農家
での受入れ・寮単独方
式・家族滞在等も検討
されたい。また山村留
学ＯＢとの継続的な交
流等も検討されたい。

その他障害者福祉サービス
◦相談体制の確保や、
　福祉タクシー券交付など

精神保健事業
◦自殺者を増やさないための
　啓発や相談・指導など

児童福祉扶助費
◦ひとり親家庭や
　障がい児をもつ家庭などへの支援

　ひとり親家庭・障がい児を持つ家庭が、経済的に安心して
生活できるための重要な事業。社会情勢の変化に伴い今後は
対象者の増も見込まれる。安定した財源確保のため、国や県
へのさらなる支援の充実を求めていくべきである。

ICT推進事業
◦情報化の進展に対応できるよう
　児童生徒の情報活用能力を育成する

経営改善、道半ば
　一般会計からの長期借入金に対する返済
が令和19年まで続く。また将来的な設備投
資の必要性も迫っている。更なる経営努力を。

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

経
済
効
果
も
大
！

　

住
宅
性
能
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
、
交
付
額
に
対
し
約

７・
９
倍
の
経
済
波
及
効
果

が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事

業
の
継
続
を
。

全
職
員
の
努
力
に

感
謝
！

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
収

益
増
、
コ
ス
ト
削
減
が
図

ら
れ
た
こ
と
は
、
病
院
全

職
員
の
努
力
の
結
果
で
あ

り
評
価
す
る
。

建設・水道

地域医療の要
大町病院

◦平成30年度から経営健全化計画に基き、経営改善を図る。
◦病床数の削減、経費節減などにより、収益は増加！
◦一方運転資金を借入金で補う体質に変わりはない。
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　決算審査と合わせ、昨年度の事務事業について、特に検証が必要考える１０事業をピックアップし、
「拡充」「現状のまま継続」「改善のうえ継続」「見直し」の4項目に分類評価しました。
　評価にあたっての議論や意見の主なものは下記のとおりです。

役所の仕事をチェック

更新を待つ三日町配水池

手作業で稲刈り、
生き生きした山留生の姿

コタケマンさんと作品
あさひAIR 滞在アーティスト展覧会『生まれたて天国』

令和元年度

【データ出典：
令和元年度決算審査意見書】

事務事業評価

改善のうえ
継続

拡充

改善のうえ
継続

改善のうえ
継続

改善のうえ
継続

改善のうえ
継続

改善のうえ
継続

改善のうえ
継続

改善のうえ
継続

改善のうえ
継続
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が

行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

委員会代表質問

個人質問

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
自
治
会
・
防
災
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず

対
象
を
広
げ
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
講
座
を
受

講
し
て
も
ら
う
よ
う
な
取
組
み
は
で
き
な
い
か
。

答　
役
員
が
１
年
で
交
代
す
る
団
体
も
多
い
。

役
員
交
代
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
研
修
会
を

開
催
し
て
い
き
た
い
。
地
域
防
災
力
の
強
化
は
市

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
。
よ

り
多
く
の
皆
様
に
災
害
対
応
等
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
く
。

問　
防
災
活
動
を
日
常
の
活
動
に
織
り
交
ぜ
て

推
進
す
る
こ
と
で
活
動
し
や
す
く
な
る
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
利
用
で
き
る「
自
主
防
災
会
訓
練

助
成
金
」の
活
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
地
域
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
防
災
活
動

を
盛
込
み
つ
つ
自
然
と
防
災
力
を
身
に
着
け
て
も

地
域
の
防
災
活
動

を
持
続
す
る
に
は

総
務
産
業
委
員
会　

大
竹
真
千
子
が
問
う

問　
第
２
回
国
際
芸
術
祭
は
来
年
８
月
に
開
催

す
る
と
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
が
見

通
せ
な
い
中
、
開
催
す
る
根
拠
は
何
か
。

答　
感
染
症
終
息
は
予
想
出
来
な
い
。
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
、
市
内
活
性
化
の
た
め
行
う
。

問　
市
民
か
ら
感
染
防
止
が
最
優
先
課
題
の
中

で
の
開
催
に
疑
問
と
不
満
の
声
が
出
て
い
る
。

答　
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
観
光
協
会
等
か
ら
は
観
光
産
業
の
経
済
活
性

化
の
た
め
強
く
開
催
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。

問　
国
際
芸
術
祭
と
し
て
い
る
が
、
海
外
旅
行

規
制
の
な
か
で
は
、
国
際
芸
術
祭
と
言
え
な
い
。

答　
国
内
、
県
内
、
近
県
に
絞
っ
た
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
動
き
始
め
て
い
く
。

問　
芸
術
祭
開
催
を
中
止
す
れ
ば
、
勇
気
あ
る

芸
術
祭
中
止
は

市
民
の
声
だ

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

問　
今
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
経

費
と
し
て
９
月
定
例
会
補
正
予
算
を
含
め
て
37
億

５
，
４
７
３
万
円
に
も
上
り
、
そ
れ
に
伴
う
一
般

財
源
の
持
ち
出
し
も
２
億
４
，
０
８
４
万
円
で
あ

る
。
合
併
算
定
替
の
特
例
も
今
年
か
ら
終
了
、
財

政
調
整
基
金
も
11
億
７
，
０
０
０
万
円
に
ま
で
減

少
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
め
今
後
の
財
政
運
営

は
如
何
に
す
る
の
か
。

答　
国
か
ら
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、

地
方
創
生
臨
時
金
や
緊
急
包
括
支
援
金
を
交
付
金

と
し
て
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
般
財

源
の
持
ち
出
し
は
避
け
ら
れ
な
い
。
市
内
経
済
の

落
ち
込
み
に
伴
う
今
後
の
税
収
見
通
し
を
考
え
る

と
財
源
確
保
は
相
当
厳
し
い
と
考
え
る
。
ま
ず
歳

入
を
的
確
に
見
込
み
、
事
業
の
必
要
性
や
費
用
対

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
財
政
運
営
は

政
友
ク
ラ
ブ　

二に
じ
ょ
う條　
孝た
か

夫お

が
問
う

ら
え
る
活
動
は
有
意
義
で
あ
り
、
す
で
に
訓
練
に

生
か
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
。
自
主
防
災
会
訓
練

助
成
金
は
昨
年
13
の
自
主
防
災
会
に
助
成
金
交
付

し
た
。
今
後
も
助
成
金
を
活
用
し
た
訓
練
が
よ
り

多
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
制
度
を
周
知
し
て
い
く
。

問　
防
災
活
動
を
地
域
で
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、人
材
育
成
、防
災
教
育
、防
災
訓
練
な
ど
様
々

な
要
素
を
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
備
え
る
防
災

計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
現
在
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
受
援
体
制
の
整
備
や
、
国
や
県
の
計
画
改
定
に

合
わ
せ
、
全
体
的
に
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
今

後
の
修
正
等
は
市
全
体
を
長
期
的
な
視
点
か
ら
考

え
た
防
災
計
画
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

●
関
連
質
問　

(

一
本
木
委
員)　

問　
避
難
所
の
開
設
・
運
営
体
制
は
。

答　
各
自
治
会
・
自
主
防
災
会
単
位
で
き

め
細
か
な
研
修
を
行
い
、
避
難
所
が
適
切
に

解
説
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

●
関
連
質
問　
（
降
旗
委
員
）

問　
１
自
治
会
１
名
と
は
い
か
な
い
ま
で

も
、
多
く
の
防
災
士
の
資
格
取
得
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
指
定
避
難
所
に
配
置
で
き
る
よ
う
、

令
和
６
年
度
ま
で
に
は
30
人
程
度
の
育
成
を

目
指
す
。

決
断
と
し
て
市
民
は
評
価
す
る
。

答　
や
め
る
と
い
う
発
想
で
な
く
、
市
内
を
盛

り
上
げ
、
元
気
に
す
る
た
め
に
開
催
す
る
。

固
定
資
産
税
の
減
免
で
負
担
軽
減
を

問　
国
は
令
和
３
年
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
影
響

を
受
け
た
事
業
者
に
固
定
資
産
税
の
軽
減
処
置
を

お
こ
な
う
。
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
を
自
治

体
と
し
て
減
免
実
施
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

答　
市
の
基
幹
税
で
あ
り
、
軽
減
や
減
免
は
出

来
な
い
。

問　
減
免
規
定
に
は
、「
特
別
な
事
情
」が
あ
る

場
合
は
減
免
で
き
る
と
あ
る
。
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
は
そ
の
適
用
に
な
っ
て
い
る
。

答　
市
税
は「
特
別
な
事
情
」の
解
釈
は
天
災
等

の
大
規
模
の
災
害
で
あ
り
、
適
用
に
な
ら
な
い
。

効
果
の
検
証
を
し
っ
か
り
し
、
有
効
な
施
策
を
選

択
し
て
い
く
。

問　
財
政
運
営
の
基
本
理
念「
入
り
を
量
り
て

出
ず
る
を
制
す
」の
言
葉
通
り
に
な
ら
な
い
の
が

コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
運
営
で
あ
る
。
医
療
現
場
、

市
民
生
活
が
ひ
っ
迫
し
て
い
く
状
況
の
中
、
市
長

は
市
民
の
悲
痛
な
叫
び
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か「
入
り
を
量
り
て
出
ず
る
を
活

か
す
」財
政
運
営
は
出
来
な
い
か
。

答　
市
の
財
源
を
有
効
に
活
か
す
た
め
、「
新

型
コ
ロ
ナ
克
服
戦
略
、
お
お
ま
ち
再
生
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
た
。
感
染
症
等
の
非
常
事
態
に
も
負
け

な
い
持
続
可
能
な
社
会
経
済
構
造
の
実
現
に
向
け
、

新
た
な
視
点
で
戦
略
的
に
取
り
組
む
も
の
だ
。国・

県
の
支
出
金
を
可
能
な
限
り
確
保
し
、
必
要
な
一

般
財
源
を
投
入
し
、
市
内
の
活
力
を
ｖ
字
回
復
さ

せ
る
た
め
、
大
町
再
生
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
。

２０２０年開催予定であった
北アルプス国際芸術祭

財源確保が厳しい中、地方創生臨時交付金を
うまく活用しおおまち再生プランに期待する

各
団
体
と
の
連
携
の
継
続
性
、

人
材
育
成
が
持
続
の
鍵
と
な
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
は
不
要
不
急
の

芸
術
祭
は
中
止
す
べ
き
だ

医
療
現
場
・
市
民
生
活
が
ひ
っ
迫

財
源
確
保
は
大
丈
夫
か
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
小
中
学
校
の
再
編
に
係
る
経
過
の
説
明
を

市
民
に
対
し
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

答　
広
報
お
お
ま
ち
で
3
回
に
わ
た
り
特
集
を

組
み
、
都
度
、
そ
れ
ま
で
の
保
護
者
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
と
そ
の
時
点
で
の
検
討
課
題
と
検

討
経
過
等
を
報
じ
た
。
本
年
4
月
号
で
は
、
検
討

委
員
会
の
報
告
書
概
要
を
特
集
記
事
と
し
て
、
詳

細
を
掲
載
し
、
同
時
に「
大
町
市
立
学
校
通
学
区

域
再
編
審
議
会
」の
公
募
委
員
の
公
募
を
行
っ
た
。

問　
学
校
の
位
置
に
よ
っ
て「
ま
ち
づ
く
り
」の

考
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
が
。

答　
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て

重
要
な
機
能
を
有
し
、
施
設
配
置
の
影
響
は
大
き

い
。
再
編
は
、
跡
地
利
用
策
も
含
め
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。
各

問　
大
町
病
院
が
大
き
な
負
債
を
抱
え
た
主
な

原
因
は
、
９
年
ほ
ど
前
の「
施
設
基
準
」の
取
得
に

伴
う
給
与
費
の
増
大
に
よ
る
。
一
昨
年
・
昨
年
度

と
、
病
院
へ
の
繰
入
金
は
、
年
間
９
億
２
，
０
０

０
万
円
に
も
上
り
、
市
の
持
ち
出
し
も
年
間
約
４

億
６
，
０
０
０
万
円
に
も
な
る
。
市
長
の
後
援
会

報
に
は
、「
平
成
30
年
度
は
、
５
億
円
余
の
黒
字
。

令
和
元
年
上
半
期
も
黒
字
で
、
明
る
い
見
通
し
。」

と
あ
っ
た
。
こ
ん
な
内
容
を
読
ん
だ
ら　
給
与
ま

で
カ
ッ
ト
さ
れ
た
職
員
は
、
一
体
ど
う
感
じ
る
か
。

こ
こ
数
年　
多
額
の
繰
り
入
れ
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
会
計
や
市
中
銀
行
か
ら
の
多
額
の
一
時
借

り
入
れ
に
頼
っ
て
急
場
を
し
の
い
で
い
る
病
院
が
、

急
に
黒
字
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
医
療
業

務
だ
け
で
言
え
ば　
確
か
に
給
与
削
減
で
８
，
０

芸
術
祭
は
来
年
開
催
可
能
か

問　
な
ぜ
今
会
期
を
決
め
た
の
か

答　
開
催
に
向
け
関
係
者
の
調
整
や
準
備
の
た

め
1
年
前
に
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。

問　
善
光
寺
の
御
開
帳
や
諏
訪
の
御
柱
祭
も
来

年
開
催
を
延
期
し
て
い
る
。
市
民
の
機
運
も
高

ま
っ
て
い
な
い
。
こ
の
状
況
で
で
き
る
の
か
。

答　
指
摘
の
行
事
は
大
町
の
芸
術
祭
と
は
規
模

が
違
う
。
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
安
全
対
策
を

徹
底
し
て
実
施
す
れ
ば
可
能
だ
。

問　
芸
術
祭
の
目
的
は
何
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
市
内
経
済
を
盛

り
上
げ
、
ま
ち
の
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
。

問　
目
的
を
含
め
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

小
中
学
校
再
編
は

市
民
と
共
に
！

市
民
ク
ラ
ブ　

大お
お
厩ま
や　

富と
み
義よ
し
が
問
う

病
院
の
経
営
は
本

当
に
大
丈
夫
か
？

芸
術
祭
・
学
校
再

編
説
明
が
必
要

創
生
み
ら
い　

降ふ
り
旗は
た　

達た
つ
也や

が
問
う

無
所
属
ク
ラ
ブ　

髙た
か
橋は
し　

正た
だ
し

が
問
う

部
局
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
共
有
し

な
が
ら「
立
地
適
正
化
計
画
」の
作
成
を
進
め
る
。

問　
再
編
に
係
る
資
料
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
な
い
が
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
会
議
録
や
報
告
書
に
つ
い
て
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
い
な
い
。
順
次
情
報
の
掲
載
を
始
め
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
説
明
の
場
を
、
市
民
か
ら
の
要

望
に
よ
り
開
催
す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
説

明
会
等
を
開
催
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
十
分
な
情
報
提
供
と
丁
寧
な
説
明
を
行
い

な
が
ら
広
く
市
民
か
ら
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
要

望
を
受
け
て
か
ら
の
説
明
会
に
限
ら
ず
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
積
極
的
に
説
明
会
等
を
開
催
し
、

意
見
を
い
た
だ
く
場
を
設
け
て
い
く
。

 

そ
の
他 　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
に
つ
い

て
・
新
型
コ
ロ
ナ
克
服
戦
略
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

０
０
万
円
。
手
当
の
削
減
４
，
５
０
０
万
円
。
材

料
費
削
減
１
，
５
０
０
万
円
。
施
設
基
準
や
各
種

加
算
等
々
で
全
体
と
し
て
２
億
３
，
０
０
０
万
円

ほ
ど
の
増
収
を
達
成
し
た
。
こ
れ
は
医
療
従
事
者

の
身
を
切
る
努
力
の
結
果
で
あ
る
。
だ
が
ま
だ
過

大
な
額
の
繰
り
入
れ
は
続
い
て
い
る
。
そ
こ
で
確

認
す
る
が
、
現
在
市
の
一
般
会
計
や
市
中
銀
行
か

ら
の
長
期
・
短
期
の
借
り
入
れ
の
全
て
の
残
額
は

い
く
ら
か
。
ま
た
返
済
予
定
は
ど
う
か
。

答　
一
時
借
入
れ
金
の
残
高
は
、
元
年
度
末
９

億
円
で
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
は
、

平
成
27
年
度
３
億
２
，
０
０
０
万
円
。
令
和
元
年

度
１
億
５
，９
０
０
万
円
。
本
年
度
２
億
３
，８
０

０
万
円（
全
体
で
16
憶
１
，
７
０
０
万
円
）で
あ
る
。

　
一
時
借
入
れ
金
は
、
令
和
８
年
度
に
完
済
の
予

定
。
長
期
借
入
金
は
、
令
和
19
年
度
ま
で
の
償
還

計
画
と
し
て
い
る
。

説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
徹
底
し
た
感
染
対
策
を
し
て
実
施
す
る
。

小
中
学
校
再
編
の
議
論
と
今
後
は

問　
小
中
学
校
の
再
編
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の

議
論
と
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答　
義
務
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
意
見
徴
収
や
状
況
把
握
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
旧
大
町
市
内
の
小
学
校
は
２

校
、
中
学
校
は
１
校
と
し
て
通
学
区
の
見
直
し
と

再
編
を
行
う
。
現
在
は
検
討
中
だ
。

問　
新
聞
等
の
情
報
が
先
行
し
、
憶
測
が
飛
び

交
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
な
れ
ば「
も
め
る
」こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
早
期
の
説
明
が
必
要
。

答　
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
議
論
も
含
め
早
期

に
説
明
会
を
開
い
て
い
く
。

「大町市立学校通学区域再編審議会」の議論が
無駄にならないよう丁寧な情報提供を！

どうする、巨大すぎる建造物の行く末は。
確かな長期計画を！

前回地元の人々の協力で組んだ雲結い。大勢
の来場者で賑わった木崎湖だったが・・

市
民
と
情
報
共
有
し
、
子
ど
も
達
の

為
の
前
向
き
な
議
論
を
！

異
常
な
繰
り
入
れ
と
後
世
に
残
る

長
期
借
入
金

市
民
は
、
芸
術
祭
を
市
の

活
性
化
策
と
思
っ
て
い
な
い
！
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
12
月
の
一
般
質
問
で
提
案
し
た
、
内
閣
府

の
選
定
す
る「
❶SD

G
s

未
来
都
市
」へ
の
応
募
が

為
さ
採
択
れ
た
。
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

答　
『
❷
水
が
生
ま
れ
る
信
濃
大
町
・
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン
構
想
』と
し
て
、「
水
」を
中
心
と

す
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
中
心
に
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
国
か
ら
の
総
合
的
な
支

援
を
受
け
て
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

問　
コ
ロ
ナ
後
の
時
代
に
は
感
染
病
対
策
を
し

な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
移
住
施

策
や
観
光
は
益
々
重
要
に
な
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

答　
３
密
を
避
け
る
安
心
安
全
な
観
光
地
を
目

指
す
。
ま
た
、
自
然
豊
か
な
環
境
の
下
で
仕
事
を

行
っ
て
も
ら
う
リ
ゾ
ー
ト
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な

ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

問　
小
中
学
校
で
、
児
童
生
徒
の
座
席
間
の
距

離
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
教
室
は
い
く
つ
か
。

答　
座
席
間
の
間
隔
は
、
固
定
し
た
も
の
で
は

な
い
の
で
実
測
は
困
難
だ
が
、
全
体
の
３
分
の
２
、

約
66
％
が
25
人
以
下
の
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

問　
文
部
科
学
省
は
、
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
、
人
と
の
間
隔
は
２
メ
ー
ト
ル
開
け
る
こ
と
を

推
奨
し
、
１
ク
ラ
ス
20
人
の
座
席
配
置
の
例
を
示

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
育
の
専
門
家
や
政
府
の

諮
問
機
関
か
ら
も
少
人
数
学
級
実
現
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
政
府
に
対
し
て
１
ク
ラ
ス
20
人
学

級
の
実
現
を
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
直
ち
に
20
人
規
模
は
困
難
で
あ
り
、
35
人

以
下
を
要
望
す
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
農
業
関
係

の
影
響
と
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
市
の
独
自
調
査
に
よ
る
と
、
例
年
同
時
期

と
比
較
し
た
経
営
状
態
や
影
響
は
、
感
染
拡
大
に

よ
る
影
響
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
方
が
30
・
６
％
、

影
響
が
な
い
と
回
答
し
た
方
は
69
・
２
％
で
あ
っ

た
が
、
秋
以
降
の
販
売
数
の
減
少
や
価
格
の
下
落

な
ど
、
今
後
の
影
響
を
心
配
す
る
声
が
多
く
あ
っ

た
。
国
や
県
の
方
針
や
需
給
見
通
し
を
踏
ま
え
、

需
要
に
見
合
っ
た
適
正
生
産
を
推
進
し
て
い
く
。

行
政
、
生
産
者
団
体
が
一
体
と
な
り
、
緊
密
な
連

携
と
役
割
分
担
の
も
と
、
米
の
需
給
と
価
格
安
定

に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

問　
国
が
実
施
す
る
支
援
事
業
は
。

答　
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
推
進
事
業
と

コ
ロ
ナ
後
の
時
代

に
輝
く
水
の
ま
ち

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

宮み
や
　た田　
一か
ず

男お

が
問
う

３
密
は
、
少
人
数

学
級
で
克
服
を

農
業
政
策
と

臭
気
問
題
は

政
友
ク
ラ
ブ　

一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で

章あ
き
が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ　

中な
か
村む
ら　

直な
お

人と

が
問
う

問　
水
が
テ
ー
マ
の
観
光
に
仁
科
三
湖
は
外
せ

な
い
。
観
光
政
策
の
中
で
ど
う
位
置
付
け
る
か
。

答　
豊
か
な
自
然
の
残
る
仁
科
三
湖
は
コ
ロ
ナ

後
の
時
代
、
重
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
地
元
関
係

者
等
と
意
見
交
換
を
重
ね
協
働
に
努
め
る
。

問　
観
光
に
お
い
て
も
重
要
な「
食
」に
も
大
町

の
水
の
清
廉
な
イ
メ
ー
ジ
を
活
か
す
べ
き
。
蕎
麦

な
ど
の
栽
培
と
共
に
、
高
付
加
価
値
の
有
機
米
の

栽
培
を
推
進
す
る
計
画
を
持
て
な
い
か
。

答　
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し
て
、
現
在
策

定
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
大
町
市
農
業
振
興
計

画
の
中
に
位
置
づ
け
る
予
定
だ
。

問　
水
を
活
か
し
た
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
消
費

振
興
策
は
？

答　
着
地
型
観
光
に
活
か
せ
る
よ
う
に
生
産

者
・
観
光
関
係
者
と
協
働
し
進
め
て
い
く
。

山
村
留
学
生
へ
の
支
援
を

問　
山
村
留
学
生
は
、
夏
休
み
に
実
家
に
帰
宅

し
た
。
感
染
防
止
対
策
を
と
っ
て
行
っ
た
が
感
染

へ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

県
内
で
は
、
３
市
村
が
山
村
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
売
木
村
で
は
、
公
費
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
た
。
山
村
留
学
を
支
援
す
る
方
策
と
し
て
、

長
期
休
業
時
に
、
大
町
市
で
も
で
き
な
い
か
。

答　
市
が
公
費
で
検
査
す
る
こ
と
は
困
難

学
校
一
斉
休
校
に
つ
い
て

問　
突
然
の
休
校
で
、
学
校
も
家
庭
も
混
乱
し

た
。
教
育
委
員
会
の
議
論
を
経
て
決
定
し
た
の
か
。

答　
教
育
委
員
と
は
、
電
話
で
連
絡
し
教
育
長

の
委
任
事
務
と
し
て
処
理
し
た
。

G
o To Eat

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
農
水
省
直
轄
の
事
業
で
あ
り
、
事
業
者
が

直
接
登
録
や
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

臭
気
問
題
に
つ
い
て

問　
常
盤
地
区
の
臭
気
問
題
の
現
状
は
。

答　
泉
地
区
の
堆
肥
製
造
工
場
で
は
、
脱
臭
装

置
の
導
入
や
、
搬
入
量
の
抑
制
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
工
場
側
か
ら
新
た

な
燃
焼
方
式
に
よ
る
脱
臭
設
備
の
導
入
に
つ
い
て

提
案
が
あ
っ
た
が
、
導
入
に
は
近
隣
住
民
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
。
煙
突
を
高
く
し
た
た
め
、
広
範

囲
で
臭
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
施
設
建
設
に
あ
た
っ
て
の
住
民
説
明
会
の

対
象
に
、
泉
地
区
以
外
の
地
区
も
対
象
に
加
え
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

地下水のくみ上げ規制条例案も提出された。当市の水
を守り、活かしていくことが重要。

文部科学省、「新型コロナ感染症衛生管理マ
ニュアル」の１クラス20人の座席配置図

日本酒の消費減少により、酒米の需要が減り、
本年度の酒米はまだ出荷されていない

水
で
繋
が
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

酒
の
町
、
有
機
栽
培

学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
で
は
、

１
ク
ラ
ス
20
人
に
す
べ
き

コ
ロ
ナ
渦
の
農
業
政
策
と

常
盤
地
区
の
臭
気
問
題
を
問
う

　　　　　
❶SDGs未来都市
　内閣府がSDGsの達成に取り組んでいる都市を選定する制度。
❷水が生まれる信濃大町・サステナブルタウン構想
　「水」などの地域資源を活かし、市民主体の産学官金連携によって、地域の課題解決に取り組む構想。

用語解説？
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一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
る
被
災
者
へ

の
内
閣
府
に
よ
る
調
査
で
は
、
避
難
勧
告
と
避
難

指
示
の
違
い
の
認
知
度
は
２
割
以
下
で
あ
っ
た
。

「
勧
告
」は
急
い
で
逃
げ
る
必
要
が
な
い
。「
指
示
」

や
特
別
警
報
の
場
合
は
、
本
気
で
逃
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
思
い
込
み
は
、

避
難
行
動
が
遅
く
な
り
、
よ
り
危
険
で
あ
る
。
正

し
い
避
難
情
報
を
理
解
し
、
正
し
く
行
動
す
る
こ

と
で
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
に
な
る
。
命

を
守
る
行
動
へ
ど
う
繋
げ
て
い
く
の
か
。

答　
広
報
や
Ｈ
Ｐ
は
も
と
よ
り
各
種
訓
練
等

様
々
な
機
会
を
捉
え
、
避
難
情
報
の
認
知
度
向
上

に
努
め
る
。
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
を
と
る
た
め
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
く
。

問　
逃
げ
遅
れ
防
止
策
と
し
て
、
災
害
時
要
支

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
が
後

を
絶
た
な
い
。
感
染
者
を
誹
謗
中
傷
か
ら
守
る
た

め
の
万
全
の
対
策
が
必
要
だ
。

答　
こ
れ
ま
で
、
不
当
な
差
別
・
偏
見
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
人
権
侵
害
を
行
わ
な
い
こ
と
を
訴
え
る
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
７
回
発
出
し
た
。
今
後
も
市

と
し
て
法
務
局
、
県
、
人
権
擁
護
委
員
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
感
染
者
を
守
っ
て
い
く
。
学
校
や

保
育
園
、
商
業
施
設
等
に
お
い
て
も
人
権
啓
発
活

動
を
実
施
し
差
別
の
防
止
を
訴
え
て
い
く
。

問　
今
年
の
秋
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。
現
在
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
市
の
助
成
は「
中
学
３
年
生
、

高
校
３
年
生
、
65
歳
以
上
」に
限
定
さ
れ
る
。
今

年
は
助
成
対
象
を
拡
大
す
べ
き
だ
。

問　
居
谷
里
水
源
で
は
平
成
18
年
に
大
腸
菌
が

検
出
さ
れ
、
19
年
に
は
、
厚
生
労
働
省
が
指
針
を

出
し
、
こ
の
時
点
で「
レ
ベ
ル
３
」の
❸
ク
リ
プ
ト

原
虫
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大

町
市
は
10
年
以
上
に
わ
た
り
危
機
管
理
を
し
て
こ

な
か
っ
た
。
こ
の
原
因
を「
レ
ベ
ル
１
の
感
覚
で

あ
っ
た
」と
答
弁
し
て
い
る
。
重
大
な
職
務
怠
慢
だ
、

市
長
は
責
任
を
も
っ
て
実
態
解
明
を
す
べ
き
だ
。

答　
現
在
ま
で
レ
ベ
ル
１
の
認
識
は
な
い
。
集

水
管
を
変
え
て
か
ら
大
腸
菌
は
で
て
い
な
い
。

問　
市
は「
三
日
町
配
水
池
で
は
水
質
検
査
を

し
て
も
濁
度
・
色
度
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
安

心
な
水
を
配
っ
て
い
る
状
態
だ
」と
答
弁
し
た
。
し

か
し
、
平
成
14
年
、
厚
生
労
働
省
は
指
針
で「
原

水
か
ら
一
度
で
も
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
た
時
、
大

正
し
い
避
難
情
報

周
知
へ
の
取
組
は

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で
子こ

が
問
う

市
民
を
守
る
万
全

な
コ
ロ
ナ
対
策
を

公
明
党　

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

居
谷
里
は
矢
沢
水

源
に
切
り
替
え
を

無
所
属
ク
ラ
ブ　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ
が
問
う

援
者（
自
力
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
）の
個
別
計
画
の
策
定
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い

な
い
。
災
害
が
激
甚
化
し
て
い
る
の
で
、
1
日
も

早
い
個
別
計
画
の
策
定
と
実
効
性
の
あ
る
避
難
体

制
が
望
ま
れ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
福
祉
課

と
連
携
強
化
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
策
に
市
と
し
て

ど
う
取
組
む
の
か
。

答　
個
別
計
画
の
策
定
に
は
行
政
は
も
と
よ
り
、

自
治
会
や
自
主
防
災
会
、
民
生
児
童
委
員
、
消
防

団
、
福
祉
関
係
者
等
、
地
域
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
と
な
る
。
市
と
し
て
、
消
防
防
災
課
や
福
祉
課

等
関
係
部
署
が
連
携
し
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、

計
画
策
定
に
向
け
支
援
の
必
要
な
方
が
逃
げ
遅
れ

る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
地
域
が
支
え
合
う
体
制
づ

く
り
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

 

そ
の
他 　
大
町
総
合
病
院
の
在
り
方
等
質
し
た
。

答　
国
・
県
の
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

達
の
教
育
に
お
い
て
非
常
に
有
効
だ
。
積
極
的
に

導
入
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
個
々
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

て
指
導
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
有
用
な

機
器
だ
。
積
極
的
に
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
日
本
語
が
苦
手
な
外
国
人
児
童
生
徒
の
教

育
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
べ
き
だ
。

答　
こ
れ
ま
で
も
外
国
人
児
童
生
徒
が
在
籍
す

る
小
中
学
校
へ
の
通
訳
者
の
派
遣
を
行
な
っ
て
き

た
。
今
後
は
児
童
生
徒
の
個
々
の
状
況
に
応
じ
て

多
言
語
化
に
対
応
し
た
翻
訳
シ
ス
テ
ム
や
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
導
入
を
図
り
、
学
習
支
援
に
努
め
る
。

腸
菌
の
検
出
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
対
策
が
行

わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
原
水
の
糞
便
に
よ
る
汚
染

が
否
定
で
き
ず
、
濾
過
施
設
が
必
要
と
な
る
」と

し
て
い
る
。
濾
過
施
設
の
な
い
大
町
市
は
、
濁
度

が
０
・
１
以
下
で
あ
っ
て
も「
ク
リ
プ
ト
汚
染
の
恐

れ
が
あ
る
施
設
」と
な
る
。　
15
年
間
に
わ
た
っ
て

安
全
対
策
を
怠
っ
て
き
た
大
町
市
の
責
任
は
非
常

に
重
い
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
検
証
す
る
の
か
。

答　
濾
過
施
設
が
な
く
て
も
基
準
以
下
な
ら
良

い
。

水
源
の
切
替
は
国
の
指
針

問　
国
は
汚
染
の
恐
れ
が
高
い
水
源
は「
汚
染

の
可
能
性
が
低
い
水
源
に
変
更
す
る
よ
う
」指
導

し
て
い
る
。
水
源
変
更
を
優
先
す
べ
き
だ
。

答　
安
全
に
飲
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
問
題
は

な
い
。

池田町の避難支援計画と大町市の支え合いマッ
プ。実効性のある支援体制構築が望まれる

居谷里水源　集水桝
ます
。

表層の水も流れ込む？

コロナとインフルの同時流行を防ぐために、
インフルワクチン接種の助成対象拡大を

自
力
避
難
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
個
別
計
画
策
定
を

コ
ロ
ナ
感
染
者
に
対
す
る

誹
謗
中
傷
は
人
権
侵
害
だ

安
全
・
安
心
な
水
道
水
供
給
は
、

大
町
市
水
道
事
業
の
原
点
だ

　　　　　
❸クリプト原虫　消化管に寄生し感染症を起こす。大腸菌のように塩素消毒で死なないため、
　　　　　　　　水道水では濾過、紫外線照射が必要。

用語解説？
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質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告

一
般
質
問

問　
「
新
し
い
生
活
様
式
」の
も
と
で
、
子
育
て

し
て
い
る
保
護
者
へ
の
支
援
は
。

答　
電
話
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
子
育
て
相

談
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
育
所
や
児
童
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
、
空
気
清
浄
機

の
設
置
、
手
洗
い
場
の
自
動
水
栓
化
を
進
め
る
。

問　
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
が
増
加
し
て
い
る

が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
あ
ゆ
み
園
や
児
童
発
達
支
援
事
業
の
受
け

入
れ
体
制
が
十
分
で
な
い
事
が
課
題
で
あ
り
、
見

直
し
を
進
め
る
。

問　
今
後
充
実
さ
せ
て
い
く「
産
後
ケ
ア
事
業

の
通
所
型
」と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
里
帰
り
出
産
や
、
県
外
に

住
む
親
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
中
、
産
後
ケ
ア

問　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
目
的
と
進
捗
は

答　
森
林
経
営
や
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
い「
森
林
所
有
者
」と
意
欲
あ
る「
林
業
経
営
者
」

を
市
が
仲
介
役
と
な
り
、
適
切
な
森
林
経
営
を
目

指
す
。
一
方
で
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は

市
が
直
接
管
理
す
る
。
現
在
、
森
林
の
傾
斜
や
地

質
な
ど
の
基
本
情
報
を
整
備
し
、
図
面
化
す
る
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
災
害
防
止
、
貯
水
、
環
境
保
全
な
ど
森
林

の
目
的
ご
と
や
、
そ
の
土
地
に
あ
っ
た
適
正
な
樹

種
ご
と
に
色
分
け
す
べ
き
だ
が
、
現
在
の
計
画
の

中
で
整
理
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
平
成
28
年
策
定
の
整
備
計
画
で
は
、
森
林

の
目
的
別
区
域
や
樹
種
別
の
標
準
伐
期
、
造
林
方

法
は
示
し
て
い
る
。
色
分
け
は
し
て
い
な
い
が
、

問　
当
圏
域
で
発
生
し
た
集
団
感
染（
ク
ラ
ス

タ
ー
）は
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
だ
っ
た
の
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
は
、

県
が
主
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
た
め
、
保
健
所
が

疫
学
調
査
や
防
止
対
策
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
調
査
結
果
な
ど
の
詳
細
は
市
町
村
に
知
ら
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
検
証
は
で
き
な
い
。
一
般

論
と
し
て
言
え
ば
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
場
所
の

共
通
要
件
と
し
て
は「
３
密
」を
避
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
密
閉
空
間
、密
集
場
所
、

密
接
な
場
面
を
避
け
る
こ
と
を
引
き
続
き
呼
び
か

け
、
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

問　
市
長
の
記
者
会
見
で
の
発
言
が
一
部
切
り

取
ら
れ
た
形
で
メ
デ
ィ
ア
に
出
て
い
る
が
真
意
は
。

答　
記
者
会
見
の
席
上
で
の
発
言
と
し
て「
飲

コ
ロ
ナ
禍
で
の

子
育
て
支
援
は

政
友
ク
ラ
ブ　

山や
ま
本も
と
み
ゆ
き
が
問
う

新
制
度
、
森
林
経

営
の
展
望
は

創
生
み
ら
い　

傳で
ん
刀ど
う　

健た
け
し

が
問
う

ク
ラ
ス
タ
ー
の

発
生
に
つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ　

大お
お
竹た
け
真ま

千ち

子こ

が
問
う

事
業
を
通
所
に
よ
る
利
用
も
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

問　
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
た
め
の
全
市
的
な

取
り
組
み
は
。

答　
10
月
か
ら
大
町
総
合
病
院
で
病
児
・
病
後

児
保
育
を
始
め
、
保
護
者
の
就
労
と
育
児
を
支
援

す
る
。
ま
た
、
将
来
安
定
し
た
人
間
関
係
を
形
成

で
き
る
よ
う
乳
幼
児
期
の
愛
着
形
成
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
専
門
性
を
持
つ
保
健
師
や
助
産

師
、
保
育
士
等
が
連
携
し
て
相
談
・
支
援
を
行
う

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
事
業
」を
4
月
に
開

始
す
る
。

問　
子
ど
も
と
母
親
の
健
康
を
守
る
保
健
セ
ン

タ
ー
の
充
実
を
。

答　
本
年
度
、
機
能
訓
練
室
へ
エ
ア
コ
ン
の
設

置
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
妊
産
婦
の
皆
さ
ん
の
た

め
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

計
画
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
お
り
、
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
見
直
し
を
進
め
る
。

問　
❹
森
林
環
境
譲
与
税
の
見
通
し
と
使
途
は
。

答　
元
年
度
は
譲
与
額
１
，
１
９
２
万
円
全
額

が
基
金
に
積
立
て
ら
れ
た
。
６
年
度
以
降
は
４
，

０
０
０
万
円
程
が
見
込
ま
れ
る
。
本
年
度
は
森
林

の
基
本
情
報
デ
ー
タ
整
備
費
に
充
て
、
今
後
は
長

期
的
か
つ
計
画
的
な
森
林
整
備
事
業
の
た
め
、
積

立
て
を
併
用
し
な
が
ら
事
業
に
充
当
し
て
い
く
。

問　
姉
妹
都
市
立
川
市
で
は
６
年
度
以
降
２
，

６
０
０
万
円
程
の
譲
与
が
見
込
ま
れ
る
。
大
町
市

の
森
林
木
材
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
市

内
事
業
者
と
連
携
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
林
業
事
業
者
、
家
具
や
楽
器
な
ど
の
製
造

業
者
、
ク
ラ
フ
ト
作
家
等
と
意
見
交
換
を
し
、
協

力
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
。

食
店
に
気
の
緩
み
が
あ
っ
た
」と
述
べ
た
、
と
誤
っ

て
報
じ
ら
れ
た
。
音
声
記
録
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

「
更
な
る
感
染
防
止
対
策
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
。
特
に
市
内
飲
食
店
の
皆
様
に
は
、
今
ま

で
も
感
染
防
止
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
私
ど
も
も
、
関
係
の
皆

様
に
も
気
持
ち
の
緩
み
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
の

か
、
改
め
て
県
地
域
振
興
局
と
協
力
し
な
が
ら
一

層
の
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
発
言
し
て
お
り「
私
ど
も
も
」は
感
染
防
止
を
担

当
し
て
い
る
行
政
を
指
し
て
述
べ
た
も
の
だ
っ
た
。

一
旦
報
道
さ
れ
た
情
報
は
不
正
確
で
も
、
仮
に
誤

り
が
含
ま
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
事
実
と
し

て
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
発
言
に
は
誤
解

が
生
じ
な
い
よ
う
気
を
付
け
、
今
後
一
層
気
持
ち

を
引
き
締
め
て
対
処
し
て
い
く
。

保健センター内に妊産婦の皆さんの交流の場と
して、フリースペースが整備される。

クラスター対策には３密の回避が重要！定期
的な換気対策も冬に向けて考える必要あり

森林経営は長期計画。今こそ林業を見直し、
持続可能な森林サイクルを構築するとき

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の

増
加
は
ど
う
す
る
の
か

森
林
経
営
の
転
換
機
会
。

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
せ

当
圏
域
の
集
団
感
染
に
つ
い
て

錯
綜
す
る
情
報
を
検
証
す
る

　　　　　
❹森林環境譲与税
　森林経営管理制度の財源。令和元年より国から譲与されている。

用語解説？
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議
案
第
71
号　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

議
案
第
58
号　
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

こ
の
冬
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
同

時
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
優
先
的
接
種
の
対
象
者
（
妊
婦
及

び
６
カ
月
乳
児
か
ら
小
学
２
年
生
）
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
無
料
と
す
る
た
め
の
補
正
。

発
熱
等
の
症
状
を
有
す
る
患
者
と
、
そ
の
他
の
患
者
が
混
在
し

な
い
よ
う
導
線
を
確
保
す
る
た
め
、
発
熱
外
来
を
設
置
す
る
た

め
の
補
正
。

議
案
第
57
号　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
10
号
）

陳
情
第
２
号　
少
人
数
学
級
と
豊
か
な
学
校
生
活
の
保
障
を
求
め
る
陳
情

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

主
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経
費
に
か
か
る
補
正
。

市
内
バ
ス
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
旅
行
支
援
事
業
補
助
金
５
０
０
万

円
。
日
帰
り
旅
行
に
は
バ
ス
１
台
３
万
円
。
泊
り
で
は
バ
ス
１
台
６
万
円
。

50
本
ほ
ど
の
旅
行
を
想
定
。

ま
た
木
崎
湖
に
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
予
定
。

安
心
・
安
全
な
少
人
数
学
級
は
、
20
人
程
度
の
規
模
に
。

ま
た
、
授
業
を
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、
仲
間
と
の
学
び
と
豊
か

な
学
校
生
活
の
保
障
を
求
め
る
陳
情
。

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託（
審

査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

委
員
会
審
査

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
確
保
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
は
各
医
療
機
関
が

発
注
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現

時
点
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
が
心
配

さ
れ
る
が
、
12
月
に
は
一
定
量
が
供

給
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
は
。

答　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
患

者
の
増
加
で
、
医
療
現
場
の
混
乱
を

防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

■
結
果

　
全
会
一
致
で
原
案
可
決

委
員
会
審
査

問　
発
熱
外
来
設
置
に
伴
う
購

入
予
定
備
品
は
。

答　
八
坂
診
療
所
は
、
処
置
室

に
発
熱
外
来
用
の
待
合
を
設
置
す

る
。
空
調
設
備
が
な
い
た
め
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
。
美
麻
診
療
所

で
は
、
待
合
を
設
置
す
る
場
所
が

な
い
た
め
、
診
察
室
に
陰
圧
空
気

清
浄
機
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
結
果

　
全
会
一
致
で
原
案
可
決

答　
支
援
金
の
目
的
は
感
染
拡
大
防
止

で
あ
る
。
例
え
ば
ビ
ニ
ー
ル
を
立
て
た
り
、

消
毒
液
を
置
く
な
ど
の
処
置
で
、
10
万
円

を
支
援
し
た
。
農
業
で
は
直
売
所
や
農
業

法
人
な
ど
の
申
請
は
い
た
だ
い
た
。
農
業

者
に
つ
い
て
は
今
後
仮
払
い
が
ど
う
な
る

か
、
来
年
の
作
付
け
な
ど
今
年
以
降
が
心

配
で
あ
る
。
状
況
に
応
じ
て
支
援
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
結
果

　
賛
成
多
数
で
可
決

最
終
日
討
論

　
原
案
に
賛
成　

子
ど
も
達
に

少
人
数
学
級
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感

染
症
を
防
ぎ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が

伸
び
伸
び
と
学
べ
る
環
境
を
整
え
る

に
は
少
人
数
学
級
が
必
要
だ
。
早
期

導
入
を
求
め
る
署
名
活
動
が
広
が
っ

て
い
る
。

（
宮
田
）

　
原
案
に
反
対　

子
ど
も
た
ち
は

少
人
数
学
級
を
望
む
の
か

　
小
学
校
の
現
状
は
、
20
人
か
ら
30

人
規
模
の
学
級
編
成
で
あ
る
。
集
団

生
活
に
お
い
て
多
様
性
に
触
れ
、
社

会
性
を
養
う
に
は
今
の
規
模
が
必
要
。

（
山
本
）

地
域
事
情
を
踏
ま
え
た

実
施
を
望
む

　
趣
旨
に
は
賛
成
だ
が
当
市
で
は
既

に
20
人
台
学
級
が
実
質
的
に
実
現
済
。

例
年
通
り
30
人
程
度
学
級
の
国
庫
負

担
を
求
め
る
こ
と
か
ら
一
歩
一
歩
進

め
る
べ
き
。

（
中
村
）

■
結
果

　
賛
成
少
数
で
不
採
択

委
員
会
審
査

　
観
光
課
所
管　

問　
木
崎
湖
だ
け
で
な
く
青
木
湖
へ
も

人
が
来
て
い
る
。
対
策
は
ど
う
す
る
か
？

答　
現
在
人
気
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
い
。
海
ノ
口
キ
ャ
ン

プ
場
で
は
ト
イ
レ
の
改
築
。
青
木
湖
で
は

看
板
の
整
備
等
考
え
て
い
る
。

　
商
工
労
政
課
所
管　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

支
援
金
に
つ
い
て

問　
農
業
者
が
支
援
金
の
対
象
に
な
ら

な
の
は
理
解
で
き
な
い
。

常
任
委
員
会
報
告
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

主な審査案件の審議内容

地元住民の健康を支える八坂・美麻両診療所

八坂小学校、授業風景

不採択

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、

一
部
接
種
無
料

八
坂
・
美
麻
両
診
療
所
に

発
熱
外
来
設
置

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
き
る
た
め
に

総
力
を

小
規
模
学
級
実
現
を
求
め
る
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

反対

議案第57号

議案第62号

議案第66号

議案第68号

議案第70号 令和2年度　一般会計補正予算

令和元年度　一般会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度　水道事業会計余剰金の処分及び決算の認定について

令和元年度　公共下水道事業会計余剰金の処分及び決算の認定について

令和元年度　令和元年度　病院事業会計決算の認定について

９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議
員個人の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行
われます。採決の結果は、次ページの審議結果をご覧ください。

北アルプス国際芸術祭
負担金の執行に反対
雪不足やコロナ禍の中で経済は疲弊してお
り、市民からは「本当にやるのか」「感染が心
配」の声が聴かれる中、見直しが必要。
(宮田　一男)

差し押さえは生活破壊
消費税増税、雪不足、コロナ禍で経済が落
ち込む中、市税滞納事業者を県地方税滞納
整理機構へ移管をして、財産差し押さえす
るのは血も涙もないやり方。生活を保障す
るのが市の責務だ。（平林　英市）

地方自治の破壊につながる
連携自立圏事業は、国の自治体戦略2040構
想のもと実施される。ＡＩ等で地方自治体
を標準化、圏域（郡）に再編成し、行政サー
ビスの民間化を目的とするもので反対する。

（大和　幸久）

安全安心な水道事業に
長野県への大町市水道事業認可申請書の事
業計画の誤り、水道ビジョンの事業計画の
誤り、いずれも同一業者が請け負う。受領
した大町市と共に検証がなく、反対する。

（大和　幸久）

使用料金費用の二重計上見直しを
使用料に算定する、対象資本費、接続維持費、
資産維持費は、本来、加えてはならない費用
だが、使用料計算に使われており、過大な使
用料金の徴収に反対する。（大和　幸久）

個人情報が企業・行政に使われる
補正予算の戸籍附票システム等事業に反対する。国のマイナンバー法強制事業であり、国・自治体のデー
タを民間がビジネスに利用する道を開くもので反対する。（大和　幸久）

将来を見据えた行財政運営を
大町病院は、一般会計の操出金に頼った経営の
うえ病棟の老朽化が迫っている。小中学校の再
編は、いずれ財政の負担が予想される。将来を
見据えた持続可能な行財政運営の構築が必要。

（大厩　富義）

入りを量りて出ずるを制す財政運営
財政健全化判断比率も良好である。市税収納率
向上を高く評価、地道な活動が財源確保に貢献
しているということを、是非、庁内全体で共有
してほしい。決算認定に賛成である。

（二條　孝夫）

市の活力と創造性育む
文化振興事業
国際芸術祭等の文化振興事業は、大町市の経済
活動のみならず、全ての社会活動を推進するた
めの活力と創造性を育む重要な事業だ。
(太田　昭司)

更なる効率的な事業推進を
安心・安全な水の安定供給に向け、水源の保全
や施設の計画的な改築・更新に取り組んでいる。
経営は健全に推移している。
(大竹　真千子)

一般会計からの繰出金は適正に執行
資産維持費も国の方針に沿って適正に対応して
いる。９，８７０万円の純利益だが今後も厳しい
経営状況が予想される。更なる効率的な事業運
営を要望する。(大竹　真千子)

経営改善に努める病院を応援
給与カット等の職員の努力、着実な計画の実施により前年度比５，８００万円余の医業収益改善。純利益は2
億8500万円余。借り入れも計画内に留まる。(中村　直人)

病院経営はおおむね順調
平成30年度末に策定された「市立大町総合病院経営健全化計画」に基づく２年目の決算として、計画に従い
極めて順調に進んでいるため、賛成だ。(一本木　秀章)

討論
沸騰!!

提出案件の審議結果令和２年９月定例会
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 創生みらい 公明 無
結　
果
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議案第57号 令和２年度大町市一般会計補正予算（第10号） 〇 〇 ● 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第62号 令和元年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第66号 令和元年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第70号 令和元年度大町市病院事業会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

陳情第 2 号 コロナ禍で学ぶ子どもたちに、少人数学級と豊かな学校
生活の保障を求める意見書提出の陳情 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

◇全会一致で可決・同意・採択された案件
議案番号等 議案名等 結果
議案第54号 市道路線の廃止及び認定について 原案可決
議案第55号 大町市手数料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第56号 大町市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例制定について 原案可決

議案第58号 令和２年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第59号 令和２年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第60号 令和２年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第61号 令和２年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第63号 令和元年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第64号 令和元年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第65号 令和元年度大町市公営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第67号 令和元年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定
議案第68号 令和元年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定
議案第69号 令和元年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定
議事第 4 号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 原案可決
議案第71号 令和２年度大町市一般会計補正予算（第11号） 原案可決

議案・陳情の原案に対して「賛成は○」「反対は●」で表示

議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない。
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（
中
村
） 本会議の

生中継

○開　　会　12月 1 日（火） 午前 10 時〜
○一般質問　12月 9 日（水） ～11日（金）
○最 終 日　12月22日（火） 午前10時〜
　　　　　　討論・採決

インターネットと市ケーブルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

Vol.11
　議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみん
なのひろばです。
気候の変動などにより大町市が適地になりつつある
ぶどう栽培。今回はぶどう作りに取り組む農家さん
にインタビューしました。
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❶：どのようなブドウを栽培していますか？
❷：大町でブドウ栽培を始めたきっかけは？
❸：今後の展望、夢を聞かせてください

（大町 大原町）

（平 新郷）
ワイナリー

フェルム３
サンロク

６

（大町 大原町）
ノーザンアルプス
ヴィンヤードワイナリー

（平 仁科郷）
大町ワインブドウ

生産組合長

❶　一番多いのがシャインマスカット、次が長
野県限定のクイーンルージュ。いずれも種な
しで皮まで食べられます。

❷　稲作は農機具などのコストがかかるのでブ
ドウ栽培に切り替えました。

❸　棚方式だと、新植して収穫まで5年かかる
が、垣根方式だと3年で収穫できる。現在は
120アール栽培しているが、将来は増やして
いきたい。

❶　自社栽培したブドウ「メルロー」で赤ワイン、
「シャルドネ」で白ワインを醸造し、去る９月
４日に新発売しました。
❷　大町を選んだのは、温暖化が進む中今後は

寒暖の差が大きい大町市が最適地になると
思ったからです。
❸　昨年認可を受けて　「ワイナリー　フェル

ム３６」を操業開始しました。多くの方にお
いしいワインを届けていきたい。

❶　今は、白ワイン用のシャルドネ、赤ワイン
用のメルローという品種がメインです。
❷　叔父がブドウ生産組合をやっていたので、

Ｕターンしてブドウの栽培を始めたのがきっ
かけです。
❸　新型コロナの影響で売り上げが大きく落ち

込んでいるので、栽培面積を減らして地道に
やっていくしかない。造るだけでなく売るこ
とも工夫していきたいです。

❶　平成２年からワイン用ブドウ「メルロー」と
「シャルドネ」の栽培をしています。
❷　1990年組合に入会。初代組合長　遠藤正

さんの影響を受けて、栽培を始めました。
❸　良いブドウを作って、大町ならではのおい

しいワインを作ってもらい、地元の人々に飲
んでもらえればと思っています。

ぶどう栽培農家さんに聞く

次回12月定例会予定


